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Ⅳ 中間見直し後の目標項目一覧 

※網掛けが変更を行ったところです。（「平成」は 31年 5月以降、新元号に読み替え） 

見直しの視点  

① 目標設定の際に準拠した計画等の改定が行われた項目 ② 中間評価の実績値で既に目標に到達している項目 

③ データ算出方法の変更により見直した項目      ④ 指標を変更した項目 

基本方針 1 生活習慣病の発症予防と重症化予防 

 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

が
ん 

がんによる死亡率の減少 
（75歳未満のがんの年齢調整死亡
率～10万人当たり～) 

75歳未満 
78.2 

(平成 22年) 
 

75歳未満 
69.3 

(平成 27年) 

減少傾向へ 
（平成 34年度） 

① 

がん検診の受診率の向上 
（がん検診の受診率） 

胃がん 
男性  38.2％ 
女性 28.8％ 
肺がん 
男性 24.1％ 
女性 22.0％ 
大腸がん 
男性  25.5％ 
女性  20.8％ 
子宮頸がん   
女性  40.2％ 
乳がん      
女性  35.2％ 
（平成 22年） 

 

胃がん 
肺がん 

大腸がん 
子宮頸がん 

乳がん 
 

50％ 
 
（平成 28年度） 

胃がん 
肺がん 

大腸がん 
子宮頸がん 
乳がん 

 
50％ 

 
（平成 34年度） 

① 

成人の喫煙率の減少 
（成人の喫煙率） 

15.8％ 
(平成 23年度) 

16.6％ 
(平成 23年度) 

10.8％ 
(平成 34年度) 

11.3％ 
(平成 34年度) 

③ 

生活習慣病のリスクを高める量を
飲酒している者の割合の減少 
(1日当たりの純アルコール摂取量
が男性 40g以上、女性 20g以上の
者の割合） 
※純アルコール量 20gとは、日本
酒に換算して 1合である。 

男性 20.5％ 
女性  15.2％ 
(平成 22年度) 

男性 13.9％ 
女性 8.5％ 

(平成 22年度) 

男性 17.4％ 
女性 12.9％ 

(平成 34年度) 

男性 11.8％ 
女性  7.2％ 

(平成 34年度) 
③ 

循
環
器
疾
患 

  

循環器疾患による死亡率の減少 
（脳血管疾患・虚血性心疾患 
の年齢調整死亡率 

～10万人当たり～） 

脳血管疾患  
男性 40.8 
女性 19.3  

（平成 22年） 

 

脳血管疾患 
男性 34.3 
女性 17.7 

（平成 34年度） 

  

虚血性心疾患  
男性 42.3 
女性 18.1 

（平成 22年） 

 

虚血性心疾患 
男性 31.8 
女性 13.7 

（平成 34年度） 

  

高血圧の改善 
（収縮期血圧の平均値） 

男性 130.4mmHg 
女性 126.5mmHg 
（平成 22年度） 

男性 126.7mmHg 
女性 121.3mmHg 
（平成 22年度） 

男性 127.5mmHg 
女性 123.7mmHg 
（平成 34年度） 

男性 123.8mmHg 
女性 118.5mmHg 
（平成 34年度） 

③ 

脂質異常症の減少 
（LDLコレステロール 
160mg/dl以上の者の割合） 

男性 10.5％ 
女性 15.4％ 

（平成 22年度） 

男性 12.8％ 
女性 13.3％ 

（平成 22年度） 

男性 7.9％ 
女性 11.6％ 

（平成 34年度） 

男性 9.6％ 
女性 10.0％ 

（平成 34年度） 
③ 

メタボリックシンドロームの該当
者及び予備群の減少 
（メタボリックシンドロームの 
該当者及び予備群の割合） 

6,506人 
27.9％ 

（平成 20年度） 
 

平成 20年度と 
比べて 25％減少 
（平成 29年度） 

平成 20年度と 
比べて 25％減少 
（平成 34年度） 

① 

健康診査の受診率の向上 
（健康診査の受診率） 

65.6％ 
（平成 22年） 

【参考】 
特定健康診査

13.6％ 
特定保健指導 

31.5％ 
(広島市国民 
健康保険)  

（平成 23年度） 

 
70％ 

(平成 29年度) 
70％ 

(平成 34年度) 
① 
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 《中間評価から見た改善すべき現状》 

・ 「元気じゃけんひろしま２１協賛店・団体の認証数」は増加しているが、中間目標値には達

していない。 

・ 利用者に応じた食事の計画、調理及び栄養の評価、改善を実施している特定給食施設の割合

は増加しているが、中間目標値には達していない。 

・ 家庭、職場、飲食店等における受動喫煙の機会は、策定時より減少しているが中間目標値に

達していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康づくりに関する団体・機関等との連携の強化 

 

白丸（○）は今後も引き続き取組が必要な項目 

広島市東区厚生部 地域支えあい課 保健師の地区活動の取組 

概要 取組の効果 

これまで各区の保健師は、主に高齢者を対象とする健康長寿課、子

どもや障害者を対象とする保健福祉課に分散配置し、高齢者、子ども、

障害者といった対象ごとにそれぞれ支援を行う体制でした。平成 30

年度（2018 年度）から、東区では地域支えあい課に保健師を集中配

置し、地区担当制を導入することで、市民への訪問指導や健康相談等

の地区活動を積極的に行っています。 

元気じゃけんひろしま２１（第２次）推進会議 団体の取組事例 

保健師を集中配置し、担当地区

全体のマネジメントを地区担当保

健師が担当することで、地域団体

や関係機関と連携し、支援が必要

な世帯等へ迅速かつきめ細やかな

対応ができます。 

● 行政と各団体が一体となり、健康づくりに関する社会環境の整備に取り組みます。 

● 喫煙者への禁煙支援を強化し、受動喫煙防止の取組をより一層すすめていきます。 

○ 「元気じゃけんひろしま２１協賛店・団体」の認証店数を増やします。 

○ 特定給食施設（継続的に 1 回 100 食以上又は 1 日 250 食以上の食事を提供する施設）

等で提供される食事の利用者の健康増進を図るため、施設に対する従事者講習会や巡回

指導を行います。 

○ 保健師の地区担当制※に基づく地域保健活動を基盤とし、地域団体や関係機関等との連

携を図り、地域の実情に応じた地域支援体制の整備に取り組みます。 
※1人の保健師が一定の地区を受け持ち、担当地区内の相談に応じたり、地区の健康課題解決に向け

た保健活動を展開することです。 

重点課題 

健康づくりに関わる社会環境の改善を図るためには、関係団体・機関との連携を

強化していくことが重要である。 

行政・各団体の重点取組 

広島県禁煙支援ネットワーク タバコ対策に関する公開講座の開催 

概要 

取組の効果 

毎年テーマを決めて、タバコ対策に関する公開講座を開催しています。医療保健関係のタバコ対策への取組と、

禁煙・スモークフリー・防煙支援活動に関する事例紹介や講演をもとに、地域で取り組むタバコ対策を考え、実

践活動へのきっかけになることを目的に開催しています。 

元気じゃけんひろしま２１（第２次）推進会議 団体の取組事例 

参加者には禁煙支援サポーターとして活躍してもらうための

「スモークフリー・ピンバッジ」を配布し、タバコ対策を実践す

る支援者の一員としての自覚を持ってもらっています。 

また、公開講座は定期的に開催しているため、あらゆる関係団

体が一同に会することで団体同士の連携の場にもなっています。 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

 
（再掲）成人の喫煙率の減少 

（成人の喫煙率） 
15.8％ 

(平成 23年度) 
16.6％ 

(平成 23年度) 
10.8％ 

(平成 34年度) 
11.3％ 

(平成 34年度) 
③ 

糖
尿
病 

糖尿病腎症による年間新規透析導
入患者数の減少 
（糖尿病腎症が主要因と診断書に
記載されている者のうちの年間新
規透析導入患者数） 

129人 
（平成 23年度） 

【参考】 
162件 

（平成 28年度） 
「広島市国保
『特定疾病療養
受療証』新規交

付数」 

減少 
（平成 34年度） 

  

血糖値を適正に管理できていない
者の割合の減少（血糖コントロール
指標におけるコントロール不良者
の割合の減少） 
（特定健康診査の HbA1cの血糖検
査を受けた者で、HbA1cが JDS値
8.0％(NGSP値 8.4％）以上の者の
割合） 

1.0％ 
（平成 22年度） 

0.9％ 
（平成 22年度） 

0.8％ 
（平成 34年度） 

0.8％ 
（平成 34年度） 

③ 

糖尿病有病者の増加の抑制 
（糖尿病治療薬内服中又は HbA1c
が JDS値 6.1％(NGSP値 6.5％)以上
の者の割合） 

8.6％ 
（平成 22年度） 

6.6％ 
（平成 22年度） 

9.6％ 
(平成 34年度) 

7.4％ 
(平成 34年度) 

③ 

（再掲） 
メタボリックシンドロームの該当
者及び予備群の減少 
（メタボリックシンドロームの 
該当者及び予備群の割合） 

6,506人 
27.9％ 

（平成 20年度） 
 

平成 20年度と 
比べて 25％減少 
（平成 29年度） 

平成 20年度と 
比べて 25％減少 
（平成 34年度） 

① 

（再掲） 
健康診査の受診率の向上 
（健康診査の受診率） 

65.6％ 
（平成 22年） 

【参考】 
特定健康診査

13.6％ 
特定保健指導 

31.5％ 
(広島市国民 
健康保険)  

（平成 23年度） 

 
70％ 

(平成 29年度) 
70％ 

(平成 34年度) 
① 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ 

（
タ
バ
コ
肺
） 

ＣＯＰＤ（タバコ肺）の認知度の向上 
（ＣＯＰＤ（タバコ肺）に関する 
認知率） 

20歳以上 
49.2％ 

（平成 24年度） 
 

20歳以上 80％ 
（平成 34年度） 

  

（再掲）成人の喫煙率の減少 
（成人の喫煙率） 

15.8％ 
(平成 23年度) 

16.6％ 
(平成 23年度) 

10.8％ 
(平成 34年度) 

11.3％ 
(平成 34年度) 

③ 

 

基本方針 2 ライフステージに応じた健康づくり 

 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

次
世
代
の
健
康 

健康的な生活習慣を有する子ども
の割合の増加 
・朝食を食べることが習慣になっている
子どもの割合の増加 

（朝食を食べることが習慣になって
いる子どもの割合） 

小学生 97.0％ 
中学生 95.0％ 

（平成 23年度） 
 

小学生 100％ 
中学生 100％ 

（平成 27年度） 

小学生 100％ 
中学生 100％ 

（平成 32年度） 
① 

健康的な生活習慣を有する子ども
の割合の増加 
（運動やスポーツを習慣的にして
いる子どもの割合） 

週に 3日以上 
小学 5年生 
男子 62.8％ 
女子 38.5％ 

（平成 21年度） 

 
増加傾向へ 

（平成 34年度） 
減少傾向へ 

（平成 34年度） 
④ 

小学校 5年生 週 3日以上 

↓ 
小学校 5 年生 1 週間の総運動時間
が 60分未満の子どもの割合 

適正体重の子どもの増加 
・全出生数中の低出生体重児の割合
の減少 

（全出生数中の低出生体重児の割合） 

9.3％ 
（平成 22年度） 

 
減少傾向へ 

(平成 26年度） 
減少傾向へ 

(平成 34年度） 
① 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

適正体重の子どもの増加 
・肥満傾向にある子どもの割合の減
少 

（肥満傾向にある子どもの割合） 

小学生 
男子 4.1％ 
女子 3.3％ 
中学生  

男子 3.7％ 
女子 4.9％ 

（平成 22年度） 

【参考】 
小学校 5年生の
肥満傾向児の割
合(小学 5年生

255人分) 
4.7％ 

(平成 29年度) 

減少傾向へ 
(平成 26年度） 

減少傾向へ 
(平成 34年度） 

① 

 
 

次
世
代
の
健
康 

食卓を囲む家族等との団らんを実
践している者の割合の増加 
（食卓を囲む家族等との団らんを実践
している者の割合） 

74.7％ 
（平成 23年度） 

 
80％以上 

（平成 27年度） 
80％以上 

（平成 32年度） 
① 

妊娠中の喫煙をなくす 
（妊婦の喫煙率） 

3.4％ 
（平成 24年度） 

 
0％ 

（平成 34年度） 
  

妊娠中の飲酒をなくす 
（妊婦の飲酒率） 

0.7％ 
（平成 24年度） 

 
0％ 

（平成 34年度） 
  

未成年の喫煙をなくす 
（未成年の喫煙率） 

男子 4.2％ 
女子 1.8％ 

（平成 23年度） 
 

男子 0％ 
女子 0％ 

（平成 34年度） 
  

未成年の飲酒をなくす 
（未成年の飲酒率） 

男子 5.3％ 
女子 1.8％ 

（平成 23年度） 
 

男子 0％ 
女子 0％ 

（平成 34年度） 
  

乳幼児・学齢期のう蝕のない者の増
加（3歳児でう蝕のない者の割合） 

82.3％ 
（平成 23年度） 

 
90％ 

（平成 34年度） 
  

乳幼児・学齢期のう蝕のない者の増
加（12歳児でう蝕のない者の割合） 

62.4％ 
（平成 23年度） 

 
65％ 

（平成 34年度） 
75％以上 

（平成 35年度） 
② 

働
く
世
代
の
健
康 

適正体重を維持している者の増加 
・成人男性肥満者の割合の減少 
（20～60 歳代男性の肥満者(BMI25
以上）の割合) 

23.1％ 
（平成 23年度） 

 
20％ 

（平成 34年度） 
  

適正体重を維持している者の増加 
・20歳代女性のやせの者の割合の
減少 

（20歳代女性のやせ(BMI18.5未
満）の者の割合） 

25.1％ 
（平成 23年度） 

 
20％ 

（平成 34年度） 
  

適切な量と質の食事をとる者の増加 
・栄養ﾊﾞﾗﾝｽのとれた日本型食生活
を実践している者の割合の増加 

（栄養ﾊﾞﾗﾝｽのとれた日本型食生活を実
践している者の割合） 

71.6％ 
（平成 23年度） 

 
80％以上 

（平成 27年度） 
80％以上 

（平成 32年度） 
① 

適切な量と質の食事をとる者の増加 
・食塩摂取量の減少 
（1日当たりの食塩の平均摂取量） 

20歳以上 9.6g 
（平成 22年度） 

 
20歳以上 8.0g 
（平成 34年度） 

  

適切な量と質の食事をとる者の増加 
・野菜摂取量の増加 
（1日当たりの野菜の平均摂取量） 

20歳以上 268g 
（平成 22年度） 

 
20歳以上 350g 
（平成 34年度） 

  

朝食を食べる事が習慣に 
なっている者の割合の増加 
（朝食を食べる事が習慣になってい
る者の割合） 

20歳代男性
69.4％ 

30歳代男性
67.9％ 

（平成 23年度） 

 

20歳代男性 
85％以上 

30歳代男性 
85％以上 

（平成 27年度） 

20歳代男性 
85％以上 

30歳代男性 
85％以上 

（平成 32年度） 

① 

日常生活における歩数の増加 
（20歳以上の者の歩数） 

20歳以上の者の
歩数 

男性 7,997歩 
 女性 7,772歩 
(平成 23年度） 

20～69歳 
男性 8,598歩 
 女性 8,260歩 
(平成 23年度） 

20～69歳  
男性 9,000歩 
女性 8,500歩 

(平成 34年度） 

 ④ ↓ 
日常生活における歩数の増加 
（20～69歳の者の歩数） 

運動習慣者の割合の増加 
（運動習慣者（1 回 30分以上の運動
を週 2日以上、1年以上継続している
者）の割合） 

1日 30分以上、
週 3回以上の運
動を行っている

者の割合 
20歳以上 
男性 24.1％  
女性 20.2％ 

（平成 23年度） 

1回 30分以上の
軽く汗をかく 

運動を週2日以上、
1年以上実施して
いる者の割合 
（39～64歳） 
男性 31.2％ 
女性 25.8％ 

（平成 22年度） 

20～64歳 
男性 36％ 
女性 33％ 

（平成 34年度） 

39～64歳 
男性 36％ 
女性 33％ 

（平成 34年度） 

③ 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

 
（再掲）成人の喫煙率の減少 

（成人の喫煙率） 
15.8％ 

(平成 23年度) 
16.6％ 

(平成 23年度) 
10.8％ 

(平成 34年度) 
11.3％ 

(平成 34年度) 
③ 

糖
尿
病 

糖尿病腎症による年間新規透析導
入患者数の減少 
（糖尿病腎症が主要因と診断書に
記載されている者のうちの年間新
規透析導入患者数） 

129人 
（平成 23年度） 

【参考】 
162件 

（平成 28年度） 
「広島市国保
『特定疾病療養
受療証』新規交

付数」 

減少 
（平成 34年度） 

  

血糖値を適正に管理できていない
者の割合の減少（血糖コントロール
指標におけるコントロール不良者
の割合の減少） 
（特定健康診査の HbA1cの血糖検
査を受けた者で、HbA1cが JDS値
8.0％(NGSP値 8.4％）以上の者の
割合） 

1.0％ 
（平成 22年度） 

0.9％ 
（平成 22年度） 

0.8％ 
（平成 34年度） 

0.8％ 
（平成 34年度） 

③ 

糖尿病有病者の増加の抑制 
（糖尿病治療薬内服中又は HbA1c
が JDS値 6.1％(NGSP値 6.5％)以上
の者の割合） 

8.6％ 
（平成 22年度） 

6.6％ 
（平成 22年度） 

9.6％ 
(平成 34年度) 

7.4％ 
(平成 34年度) 

③ 

（再掲） 
メタボリックシンドロームの該当
者及び予備群の減少 
（メタボリックシンドロームの 
該当者及び予備群の割合） 

6,506人 
27.9％ 

（平成 20年度） 
 

平成 20年度と 
比べて 25％減少 
（平成 29年度） 

平成 20年度と 
比べて 25％減少 
（平成 34年度） 

① 

（再掲） 
健康診査の受診率の向上 
（健康診査の受診率） 

65.6％ 
（平成 22年） 

【参考】 
特定健康診査

13.6％ 
特定保健指導 

31.5％ 
(広島市国民 
健康保険)  

（平成 23年度） 

 
70％ 

(平成 29年度) 
70％ 

(平成 34年度) 
① 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ 

（
タ
バ
コ
肺
） 

ＣＯＰＤ（タバコ肺）の認知度の向上 
（ＣＯＰＤ（タバコ肺）に関する 
認知率） 

20歳以上 
49.2％ 

（平成 24年度） 
 

20歳以上 80％ 
（平成 34年度） 

  

（再掲）成人の喫煙率の減少 
（成人の喫煙率） 

15.8％ 
(平成 23年度) 

16.6％ 
(平成 23年度) 

10.8％ 
(平成 34年度) 

11.3％ 
(平成 34年度) 

③ 

 

基本方針 2 ライフステージに応じた健康づくり 

 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

次
世
代
の
健
康 

健康的な生活習慣を有する子ども
の割合の増加 
・朝食を食べることが習慣になっている
子どもの割合の増加 

（朝食を食べることが習慣になって
いる子どもの割合） 

小学生 97.0％ 
中学生 95.0％ 

（平成 23年度） 
 

小学生 100％ 
中学生 100％ 

（平成 27年度） 

小学生 100％ 
中学生 100％ 

（平成 32年度） 
① 

健康的な生活習慣を有する子ども
の割合の増加 
（運動やスポーツを習慣的にして
いる子どもの割合） 

週に 3日以上 
小学 5年生 
男子 62.8％ 
女子 38.5％ 

（平成 21年度） 

 
増加傾向へ 

（平成 34年度） 
減少傾向へ 

（平成 34年度） 
④ 

小学校 5年生 週 3日以上 

↓ 
小学校 5 年生 1 週間の総運動時間
が 60分未満の子どもの割合 

適正体重の子どもの増加 
・全出生数中の低出生体重児の割合
の減少 

（全出生数中の低出生体重児の割合） 

9.3％ 
（平成 22年度） 

 
減少傾向へ 

(平成 26年度） 
減少傾向へ 

(平成 34年度） 
① 

－ 37 －
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

働
く
世
代
の
健
康 

睡眠による休養を十分とれていな
い者の割合の減少 
（睡眠による休養を十分とれていな
い者の割合） 

27.4％ 
（平成 23年度） 

 
22％ 

（平成 34年度） 
  

週労働時間 60 時間以上の雇用者の
割合の減少 
（週労働時間 60 時間以上の雇用者
の割合） 

13.1％ 
（平成 19年） 

 
6.6％ 

（平成 34年） 
  

自殺者の減少 
（自殺死亡率～10万人当たり～） 

17.1 
（平成 23年） 

 
14.8 

（平成 28年） 
13.0 

（平成 33年） 
① 

気分障害・不安障害に相当する心理
的苦痛を感じている者の割合の減
少 
（気分障害・不安障害に相当する心
理的苦痛を感じている者の割合） 

11.7％ 
（平成 22年） 

 
10.5％ 

（平成 34年） 
  

メンタルヘルスに関する相談窓口が
市役所などにあること知っている者
の割合の増加 
（メンタルヘルスに関する相談窓口が
市役所などにあることを知っている
者の割合） 

34.0％ 
（平成 23年度） 

 
100％ 

（平成 34年度） 
  

メンタルヘルスに関する措置を受
けられる職場の割合の増加 
（メンタルヘルスに関する措置を受け
られる職場の割合） 

37.6％ 
（平成 22年度） 

 
100％ 

（平成 34年度） 
  

（再掲）成人の喫煙率の減少 
（成人の喫煙率） 

15.8％ 
(平成 23年度) 

16.6％ 
(平成 23年度) 

10.8％ 
(平成 34年度) 

11.3％ 
(平成 34年度) 

③ 

（再掲）生活習慣病のリスクを高
める量を飲酒している者の割合の
減少 
(1日当たりの純アルコール摂取量
が男性 40g以上、女性 20g以上の
者の割合） 
※純アルコール量 20gとは、日本
酒に換算して 1合である。 

男性 20.5％ 
女性  15.2％ 
(平成 22年度) 

男性 13.9％ 
女性 8.5％ 

(平成 22年度) 

男性 17.4％ 
女性 12.9％ 

(平成 34年度) 

男性 11.8％ 
女性  7.2％ 

(平成 34年度) 
③ 

歯の喪失防止 
・60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有
する者の割合の増加 
（60歳で 24歯以上の自分の歯を有
する者の割合） 

79.4％ 
（平成 23年度） 

 
85％ 

（平成 34年度） 
95％ 

（平成 34年度） 
② 

歯の喪失防止 
・40歳で喪失歯のない者の割合の
増加 

（40歳で喪失歯のない者の割合） 

69.8％ 
（平成 23年度） 

 
75％ 

（平成 34年度） 
87％ 

（平成 34年度） 
② 

歯周病を有する者の割合の減少 
（40歳及び60歳における進行した歯周
炎を有する者の割合） 

40歳 47.2％ 
60歳 65.9％ 

（平成 23年度） 
 

40歳 35％ 
60歳 55％ 

（平成 34年度） 
  

過去 1年間に歯科健康診査を受診し
た者の割合の増加 
（過去 1年間に歯科健康診査を受診
した者の割合） 

20歳以上 
42.3％ 

（平成 23年度） 
 

20歳以上 
65％ 

（平成 34年度） 
  

高
齢
世
代
の
健
康 

介護保険要支援・要介護認定者数の
増加の抑制 

（介護保険要支援・要介護認 定者数） 

45,232人 
（平成 23年度） 

 
54,350人未満 

（平成 26年度） 

55,167 人未満 

要支援・要介護認定率

18.1％未満 

（平成 32 年度） 

① 

介護予防事業〈二次予防〉の参加者
数の増加 
（介護予防事業〈二次予防〉の参加
者数） 

1,141人 
（平成 23年度） 

 
2,685人 

（平成 26年度） 

地域介護予防拠
点か所数 
870か所 

 
参加者数 
17,000人 

（平成 32年度） 

④ 

↓ 
地域介護予防拠点か所数及び参加
者数 

ロコモティブシンドローム 
<運動器症候群>を認知している者
の割合の増加 

（ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ〈運動器症候群〉を
認知している者の割合） 

20歳以上 
26.4％ 

（平成 24年度） 
 

20歳以上  
80％ 

（平成 34年度） 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

日常生活における歩数の増加 
（70歳以上の者の歩数） 

70歳以上  
男性 5,626歩 
女性 5,797歩 
(平成 23年度） 

 

70歳以上  
男性 7,000歩 
女性 6,000歩 
(平成 34年度） 

70歳以上  
男性 7,000歩 
女性 7,000歩 

(平成 34年度） 

② 

高
齢
世
代
の
健
康 

30 分以上健康のために歩く者の割
合の増加 
（30 分以上健康のために歩く者の
割合） 

70歳以上  
男性 57.9％       
女性 47.9％ 
(平成 23年度） 

 

70歳以上  
男性 68％ 
女性 58％ 

(平成 34年度） 

  

低栄養傾向の高齢者の割合の増加
の抑制  
（低栄養傾向〈BMI20 以下〉の高齢
者の割合） 

70歳以上 
21.3％ 

(平成 23年度） 
 

70歳以上  
22％ 

(平成 34年度） 
  

足腰に痛みのある高齢者の割合の
減少 
（足腰に痛みのある高齢者の割合～
千人当たり～） 

65歳以上  
男性 258人 
女性 332人 

（平成 22年） 

 

65歳以上 
男性 230人 
女性 300人 

（平成 34年度） 

  

地域活動に参加する高齢者の割合の
増加 
（65 歳以上で地域活動に参加する
者の割合） 55.8％ 

（平成 22年度） 
 

63％ 
（平成 34年度） 

前年度を上回る
増加率 

④ 
↓ 
高齢者いきいき活動ポイント事業
の健康づくり・介護予防活動に参加
する高齢者の割合 

80歳以上で20歯以上の自分の歯を有
する者の割合の増加 
（80 歳以上で 20 歯以上の自分の歯
を有する者の割合） 

24.1％ 
（平成 23年度） 

 
50％ 

（平成 34年度） 
60％ 

（平成 34年度） 
④ 

↓ 
80 歳で 20 歯以上の自分の歯を有す
る者の割合の増加 

70 歳における口腔機能低下者の割
合の減少 
（70 歳における口腔機能低下者の
割合） 

14.2％ 
（平成 23年度） 

 
10％ 

（平成 34年度） 
  

 
基本方針 3 社会全体で健康を支え守るための社会環境の整備 

 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
地
域
づ
く
り 

地域のつながりの強化 
（自分と地域の人たちとのつがな
りが強い方だと思う者の割合） 

20歳以上 
24.3％ 

（平成 24年度） 
 

20歳以上 65％ 
（平成 34年度） 

  

健康・スポーツの地域活動に参加す
る者の割合の増加 
（60歳以上で健康・スポーツの地
域活動に参加する者の割合） 

13.1％ 
（平成 23年度） 

 
23％ 

（平成 34年度） 
  

すこやか食生活推進リーダーの活
動実績の増加 
（保健センターからの活動依頼分
実績） 

225回 
（平成 23年度） 

 
450回 

（平成 34年度） 
増加傾向へ 

（平成 34年度） 
④ ↓ 

すこやか食生活推進リーダーの活
動実績の増加 
 (保健センターからの活動依頼分
実績+自主活動実績) 

健康ウォーキング推進者の活動実
績の増加 
（健康ウォーキング推進者の活動
実績数） 

183回 
（平成 23年度） 

 
370回 

（平成 34年度） 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

働
く
世
代
の
健
康 

睡眠による休養を十分とれていな
い者の割合の減少 
（睡眠による休養を十分とれていな
い者の割合） 

27.4％ 
（平成 23年度） 

 
22％ 

（平成 34年度） 
  

週労働時間 60 時間以上の雇用者の
割合の減少 
（週労働時間 60 時間以上の雇用者
の割合） 

13.1％ 
（平成 19年） 

 
6.6％ 

（平成 34年） 
  

自殺者の減少 
（自殺死亡率～10万人当たり～） 

17.1 
（平成 23年） 

 
14.8 

（平成 28年） 
13.0 

（平成 33年） 
① 

気分障害・不安障害に相当する心理
的苦痛を感じている者の割合の減
少 
（気分障害・不安障害に相当する心
理的苦痛を感じている者の割合） 

11.7％ 
（平成 22年） 

 
10.5％ 

（平成 34年） 
  

メンタルヘルスに関する相談窓口が
市役所などにあること知っている者
の割合の増加 
（メンタルヘルスに関する相談窓口が
市役所などにあることを知っている
者の割合） 

34.0％ 
（平成 23年度） 

 
100％ 

（平成 34年度） 
  

メンタルヘルスに関する措置を受
けられる職場の割合の増加 
（メンタルヘルスに関する措置を受け
られる職場の割合） 

37.6％ 
（平成 22年度） 

 
100％ 

（平成 34年度） 
  

（再掲）成人の喫煙率の減少 
（成人の喫煙率） 

15.8％ 
(平成 23年度) 

16.6％ 
(平成 23年度) 

10.8％ 
(平成 34年度) 

11.3％ 
(平成 34年度) 

③ 

（再掲）生活習慣病のリスクを高
める量を飲酒している者の割合の
減少 
(1日当たりの純アルコール摂取量
が男性 40g以上、女性 20g以上の
者の割合） 
※純アルコール量 20gとは、日本
酒に換算して 1合である。 

男性 20.5％ 
女性  15.2％ 
(平成 22年度) 

男性 13.9％ 
女性 8.5％ 

(平成 22年度) 

男性 17.4％ 
女性 12.9％ 

(平成 34年度) 

男性 11.8％ 
女性  7.2％ 

(平成 34年度) 
③ 

歯の喪失防止 
・60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有
する者の割合の増加 
（60歳で 24歯以上の自分の歯を有
する者の割合） 

79.4％ 
（平成 23年度） 

 
85％ 

（平成 34年度） 
95％ 

（平成 34年度） 
② 

歯の喪失防止 
・40歳で喪失歯のない者の割合の
増加 

（40歳で喪失歯のない者の割合） 

69.8％ 
（平成 23年度） 

 
75％ 

（平成 34年度） 
87％ 

（平成 34年度） 
② 

歯周病を有する者の割合の減少 
（40歳及び60歳における進行した歯周
炎を有する者の割合） 

40歳 47.2％ 
60歳 65.9％ 

（平成 23年度） 
 

40歳 35％ 
60歳 55％ 

（平成 34年度） 
  

過去 1年間に歯科健康診査を受診し
た者の割合の増加 
（過去 1年間に歯科健康診査を受診
した者の割合） 

20歳以上 
42.3％ 

（平成 23年度） 
 

20歳以上 
65％ 

（平成 34年度） 
  

高
齢
世
代
の
健
康 

介護保険要支援・要介護認定者数の
増加の抑制 

（介護保険要支援・要介護認 定者数） 

45,232人 
（平成 23年度） 

 
54,350人未満 

（平成 26年度） 

55,167 人未満 

要支援・要介護認定率

18.1％未満 

（平成 32 年度） 

① 

介護予防事業〈二次予防〉の参加者
数の増加 
（介護予防事業〈二次予防〉の参加
者数） 

1,141人 
（平成 23年度） 

 
2,685人 

（平成 26年度） 

地域介護予防拠
点か所数 
870か所 

 
参加者数 
17,000人 

（平成 32年度） 

④ 

↓ 
地域介護予防拠点か所数及び参加
者数 

ロコモティブシンドローム 
<運動器症候群>を認知している者
の割合の増加 

（ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ〈運動器症候群〉を
認知している者の割合） 

20歳以上 
26.4％ 

（平成 24年度） 
 

20歳以上  
80％ 

（平成 34年度） 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
団
体
・
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化 

元気じゃけんひろしま２１協賛
店・団体の認証数の増加 
 （元気じゃけんひろしま２１協
賛店・団体の認証数） 

全体 1,009店舗 
うち 
禁煙協賛 
239店舗 

食生活協賛 
322店舗 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ実践協賛 
 84店舗 
健康づくり協賛    

364店舗 
（平成 23年度） 

 

全体 2,500店舗  
うち 
禁煙協賛  
500 店舗 

食生活協賛 
700 店舗 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ実践協賛  
150 店舗 

健康づくり協賛 
650 店舗 

がん検診推進協賛 
500 店舗 
（平成 34年度） 

  

利用者に応じた食事の計画、調理及
び栄養の評価、改善を実施している
特定給食施設の割合の増加 
（管理栄養士・栄養士を配置して
いる施設の割合） 

65.8％ 
（平成 23年度） 

 
75.5％ 

（平成 34年度） 
  

日常生活における受動喫煙の機会
の減少 
（家庭・職場・飲食店・行政機関・
医療機関において受動喫煙の機会
がある者の割合） 

行政機関 4.8％ 
医療機関 5.7％ 
飲食店 48.4％ 
職場  26.4％ 
家庭 17.1％ 
（平成 22年度） 

行政機関 14.4％ 
医療機関 9.9％ 
飲食店 66.3％ 
職場  47.2％ 
家庭 9.7％ 
（平成 22年度） 

行政機関 0％ 
医療機関 0％ 
飲食店 16.5％ 
（平成 34年度） 
職場  0％ 
（平成 32年） 
家庭  6％ 
（平成 34年度） 

行政機関 0％ 
医療機関 0％ 
飲食店 22.6％ 
（平成 34年度） 
職場  0％ 
（平成 32年） 
家庭  3.3％ 
（平成 34年度） 

③ 
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